
■トラウマとは何か
心的外傷と回復（増補版）　ジュディス・L．ハーマン　中井久夫訳
　7140円　9784622041139　みすず書房　1999.11
トラウマへの探究―証言の不可能性と可能性　キャシー・カルース編　
　下河辺美知子監訳　3990円　9784878933516　作品社　2000.5　★
犯罪被害者の心の傷（増補新版）　小西聖子　1890円　9784560049778
　白水社　2006.7
徴候・記憶・外傷　中井久夫　3990円　9784622070740　みすず書房
　2004.4
埋葬と亡霊―トラウマ概念の再吟味　森茂起編　2625円
　9784409340288　人文書院　2005.2

■ 傷を抱えて生きる
パウル・ツェラン詩集（新装版）　飯吉光夫訳編　2039円
　9784783728191　思潮社　1992.7　★
　初期のころの詩集のほうがホロコーストの苦悩を伝えるのに有名だが、どん
　どん透明度を増していく後期の詩集こそ、美しいだけに痛みが強く刻まれる。
傷ついた物語の語り手―身体・病い・倫理　アーサー・Ｗ．フランク
　鈴木智之訳　2940円　9784946509292　ゆみる出版　2002.2
べてるの家の「当事者研究」　浦河べてるの家　2100円　9784260333887
　医学書院　2005.2
菜摘ひかるの私はカメになりたい　菜摘ひかる　380円
　9784043635016　角川文庫　2001.12　★
生きる勇気と癒す力―性暴力の時代を生きる女性のためのガイドブック
　（新装改訂版）　エレン・バス／ローラ・デイビス　原美奈子／二見れ
　い子訳　5775円　9784380072031　三一書房　2007.2
性犯罪被害にあうということ　小林美佳　1260円　9784022504210　朝
　日新聞出版　2008.4
集団訴訟―セクハラと闘った女たち　クララ・ビンガム／ロラー・リー
　ディー・ガンスラー　渡会圭子訳　789円　9784812425213　竹書房文
　庫　2006.1
リハビリの夜　熊谷晋一郎　2100円　 9784260010047　医学書院　
　2009.12
売男日記　ハスラー・アキラ　1260円　9784900398351　イッシプレス
　2000.2　◆
かけがえのない、大したことのない私　田中美津　1890円
　9784755401589　インパクト出版会　2005.10
溺れるものと救われるもの　プリーモ・レーヴィ　竹山博英訳　2940　
　円　9784022574916　朝日新聞社　2000.7
　ホロコーストから生き延びた強さと、そこでの傷、そして生き延びたゆえに
　おいかけてくる傷や罪悪感について深く描かれている。
Don't you? ～私もだよ～ からだのことを話してみました　ダルク女性 
　ハウス当事者研究チーム「なまみーず」編　1260円　9784990480202
　特定非営利活動法人ダルク女性ハウス　2009.12　◆
　薬物依存から回復中の女性たちの当事者研究の成果。薬物依存の女性だけ　
　じゃなく、生きづらいと感じている人は読んで共感するんじゃないかな。
ベルリン終戦日記―ある女性の記録　アントニー・ビーヴァー序文、ハ
　ンス・マグヌス・エンツェンスベルガー後記、山本浩司訳　2730円
　9784560092088　白水社　2008.6
　著者匿名の日記。終戦後の悲惨な状況を女性が生き延びるということのリア
　ルな意味を教えられる。鮮明で誠実な記録を残してくれたことに感謝したい。

■ 傷ついた人のそばにたたずむ
心の傷を癒すということ　安克昌　630円　9784043634019　角川ソフィ
　ア文庫　2001.12　★
病いの語り―慢性の病いをめぐる臨床人類学　アーサー・クラインマン
　江口重幸ほか訳　4410円　9784414429107　誠信書房　1996.4
二次的外傷性ストレス――臨床家、研究者、教育者のためのセルフケア
　の問題　B．ハドノール・スタム編　小西聖子／金田ユリ子訳　4725
　円　9784414402957　誠信書房　2003.2
癒しと和解への旅―犯罪被害者と死刑囚の家族たち　坂上香　2205円
　9784000027915　岩波書店　1999.1　★
33 個めの石―傷ついた現代のための哲学　森岡正博　1575円
　9784393332917　春秋社　2009.2
「待つ」ということ　鷲田清一　1470円　9784047033962　角川選書
　2006.8
治療の聲・第 9巻第 1号（特集：安克昌の臨床世界）　2940円
　9784791177134　星和書店　2009.2

　2000年末に病気で亡くなりながら、臨床の世界で今も多くの人たちに影響を
　与えている精神科医、安克昌。彼の多面性をそのままいろんな人が受け継ぎ、
　発展させているのが興味深い。

■ 社会と傷の記憶
アメリカという記憶―ベトナム戦争、エイズ、記念碑的表象　マリタ・   
　スターケン  岩崎稔ほか訳　3990円　9784624111779　未來社　2004.11
記念碑の語るアメリカ―暴力と追悼の風景　ケネス・E．フット　和田
　光弘ほか訳　5040円　9784815804404　名古屋大学出版会　2002.8
紛争の心理学―融合の炎のワーク　アーノルド・ミンデル　永沢哲監修
　青木聡訳　735円　9784061495708　講談社現代新書　2001.9　★
アラブ、祈りとしての文学　岡真理　2940円　 9784622074236　みすず
　書房　2008.12
ディアスポラ紀行―追放された者のまなざし　徐京植　777円
　9784004309611　岩波新書　2005.7
赤瓦の家―朝鮮から来た従軍慰安婦　川田文子　693円
　9784480027993　ちくま文庫　1994.1　★
占領の記憶／記憶の占領―戦後沖縄・日本とアメリカ　マイク・モラス
　キー　鈴木直子訳　3360円　9784791762200　青土社　2006.3

■ 希望をつなぐ―文学・アートの力
包帯クラブ　天童荒太　798円　 9784480687319　ちくまプリマー新書
　2006.2
海を飛ぶ夢　ラモン・サンペドロ　轟志津香ほか訳　1299円
　9784902088731　アーティストハウスパブリッシャーズ　2005.4　★
砂糖菓子の弾丸は撃ちぬけない― A Lollypop or A Bullet　桜庭一樹　
　　499円　9784044281045　角川文庫　2009.2
　虐待。子どもの無力さ。逃げる希望。複雑な傷の網の目。人魚というメタファー 
　は適切。
失はれる物語　乙一　579円　9784044253066　角川文庫　2006.6
　傷が移る話などが入っていて、触覚感が満点の短編集。
鉄の時代　J．M．クッツェー　くぼたのぞみ訳　2100円　9784309709512
　河出書房新社　2008.9
アフリカのひと―父の肖像　ル・クレジオ　菅野昭正訳　1890円
　9784087734423　集英社　2006.3
　アフリカで医師をしていた父親をめぐるメモワール。2006年に奄美で直接 
　お会いしたときに、魚介鍋をいっしょにつつきながら、父親の料理がちょう
　どこんな感じだったと語っていたのを懐かしく思い返す。
本当の戦争の話をしよう　ティム・オブライエン　村上春樹訳　680円
　9784167309794　文春文庫　1998.2
戦争の悲しみ　バオ・ニン　井川一久訳　1890円　9784839700928　め
　るくまーる　1997.7　★
燃えるスカートの少女　エイミー・ベンダー　管啓次郎訳　579円　　
　9784042968016　角川文庫　2007.12
　短編集。「癒す人」と「思い出す人」が名品だと思う。
タトゥ・ガール　ブルック・スティーヴンズ　細美遙子訳　979円　　
　9784062739382　講談社文庫　2004.1
　全身に鱗のタトゥを入れられた少女というのが、重い傷のメタファーとして 
　痛すぎるほど鮮烈。少女に周囲が引きつけられていく様子や、患者の症状が
　自分にうつってしまう特異体質を持つ医者が印象的。
おしゃべり階段　くらもちふさこ　649円　9784086172189　集英社文庫
　1996.8
赤ちゃんと僕（1～ 10）　羅川真里茂　各 630円　－－－　白泉社文庫
　2001.12～ 2002.12
夕凪の街 桜の国　こうの史代　840円　9784575297447　双葉社
　2004.10
　ヒロシマのあとを生きる女性。彼女の目に映るものこそ、傷の風景にほかな
　らない。
イマジン・ノート　槇村さとる　539円　9784087474220　集英社文庫
　2002.3
悪魔の遊び場　ナン・ゴールディン　8379円　 9784902593037　ファイ
　ドン　2005.6
Scars　石内都　4410円　9784902137859　蒼穹舎　2005.1
ブロークン・ホワイト　マルレーネ・デュマス　東京都現代美術館／
　丸亀市猪熊弦一郎現代美術館監修　2599円　9784473034151　淡交社
　2007.5
グレープフルーツ・ジュース　オノ・ヨーコ　南風椎訳　680円
　9784062637640　講談社文庫　1998.4


